別紙様式２－①（２次受入機関・雇用型用）

誓　約　書

　公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

　代表理事　大井誠治　　殿

　一次受入機関名

　代表者氏名　　　　殿
　以下の項目に相違ないことを誓約致します。

　なお、当誓約書に違反した場合は、受領した補助金を返還いたします。

記

１　研修終了後の継続雇用を前提とした研修を行い、長期研修のみを目的としていません。

２　過去１年間に、漁業に関する法令の違反に係る刑事又は行政処分を受けた機関、もしくは研修中に漁業に関する法令の違反に係る刑事又は行政処分を受け、当該研修終了後から１年を経過していない機関ではありません。

３　研修中は指導者、研修生、その他従業員も含めライフジャケットの着用を徹底し、安全対策に努めます。

４　研修開始前に、研修生の漁業への就業の意思を確認するとともに、研修時間を含む諸事項（賃金や休日等）について研修生へ十分に説明を行いました。

５　研修生を漁業に従事させる場合には、研修生との間で雇用契約を締結するとともに、万が一の事故に備え、研修生についての労災保険に加入します。
※親元就業等で雇用契約を締結しない場合は「研修生との間で雇用契約を締結するとともに、」を削除すること。また、労災保険に加入できない場合に限り、「労災保険」を「傷害保険等」と記載すること。
６　研修終了後は、就業継続のためのフォローアップを行う等、終了生の状況把握に努め、事業実施機関の依頼があった場合には速やかに研修終了生の状況報告を行います。

７　ガイドライン別紙に掲げる暴力団が実質的に経営を支配する機関またはこれに準ずる機関ではなく、将来にわたってもこうした機関になりません。

以上

令和　　年　月　日

住所

２次受入機関名

代表者氏名　　　　　　　　　　　　

（署　名）　　　　　　　
別紙様式２－②（２次受入機関・独立型用）

誓　約　書

　公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

　代表理事　大井誠治　　殿

一次受入機関名

　代表者氏名　　　　殿
　以下の項目に相違ないことを誓約致します。

　なお、当誓約書に違反した場合は、受領した補助金を返還いたします。

記

１　研修生を研修終了後に独立・自営させることを前提とした研修を行い、長期研修のみを目的としていません。

２　過去１年間に、漁業に関する法令の違反に係る刑事又は行政処分を受けた機関、もしくは研修中に漁業に関する法令の違反に係る刑事又は行政処分を受け、当該研修終了後から１年を経過していない機関ではありません。

３　研修中は指導者、研修生、その他従業員も含めライフジャケットの着用を徹底し、安全対策に努めます。

４　研修開始前に、研修生の漁業への就業の意思を確認するとともに、研修時間を含む諸事項（賃金や休日等）について研修生へ十分に説明を行いました。

５　研修生を漁業に従事させる場合には、研修生との間で雇用契約を締結するとともに、万が一の事故に備え、研修生についての労災保険に加入します。
※親元就業等で雇用契約を締結しない場合は「研修生との間で雇用契約を締結するとともに、」を削除すること。また、労災保険に加入できない場合に限り、「労災保険」を「傷害保険等」と記載すること。
６　研修終了後は、独立・自営に向けたフォローアップを行う等、終了生の状況把握に努め、事業実施機関の依頼があった場合には速やかに研修終了生の状況報告を行います。

７　ガイドライン別紙に掲げる暴力団が実質的に経営を支配する機関またはこれに準ずる機関ではなく、将来にわたってもこうした機関になりません。

以上

令和　　年　月　日

住所

２次受入機関名

代表者氏名　　　　　　　　　　　　

（署　名）　　　　　　　
別紙様式３－①（研修生用）

誓　約　書

　公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

　代表理事　大井誠治　　殿

一次受入機関名

　代表者氏名　　　　殿
　私、　　　　　　は、以下の項目に相違ないことを誓約致します。

記

１　これまでに累積１年間以上、主として漁業に従事したことはありません。

２　これまでに、国または地方公共団体の補助金による長期研修等（漁業学校等による研修を除く）を雇用型研修にあっては６ヶ月以上、独立型研修にあっては12ヶ月以上受講したことはありません。

３　青年就業準備給付金または次世代人材投資（準備型）事業による給付を受け、漁業学校等での研修終了後１年以上経過した者ではありません。

４　長期研修のみを目的としていません。

５　研修終了後、漁業就業を継続することを希望します。

６　過去１年以内に、漁業に関する法令違反に係る刑事又は行政処分を受けていません。

７　研修中はライフジャケットの着用等、安全対策を徹底します。

以上

令和　　年　月　日

研修開始前住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　

（署　名）　　　　　　　
※　研修生が未成年の場合は別紙様式３－④を添付すること
別紙様式３－②（研修生用－雇用就業→独立自営を目指す場合）

誓　約　書

　公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

　代表理事　大井誠治　　殿

一次受入機関名

　代表者氏名　　　　殿
　私、　　　　　　は、以下の項目に相違ないことを誓約致します。

記

１　これまでに漁業経営体で累積１年間以上、主として漁業に雇用就業したことがあります。

２　これまでに累積１年間以上、漁業の独立・自営就業をしたことはありません。
３　長期研修のみを目的としていません。

４　研修終了後、漁業就業を継続することを希望します。

５　過去１年以内に、漁業に関する法令違反に係る刑事又は行政処分を受けていません。

６　研修中はライフジャケットの着用等、安全対策を徹底します。

以上

令和　　年　月　日

研修開始前住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　

（署　名）　　　　　　　
※　研修生が未成年の場合は別紙様式３－④を添付すること
別紙様式３－③（研修生用－漁業再開を目指す漁業経験者用）
誓　約　書

　公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

　代表理事　大井誠治　　殿

一次受入機関名

　代表者氏名　　　　殿
　私、　　　　　　は、以下の項目に相違ないことを誓約致します。

記

１　これまでに累積１年間以上、漁業の独立・自営就業をしたことがあります。
２　現在から過去５年間は漁業の独立・自営就業はしていません。
３　長期研修のみを目的としていません。

４　研修終了後、漁業就業を継続することを希望します。

５　過去１年以内に、漁業に関する法令違反に係る刑事又は行政処分を受けていません。

６　研修中はライフジャケットの着用等、安全対策を徹底します。

以上

令和　　年　月　日

研修開始前住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　

（署　名）　　　　　　　
※　研修生が未成年の場合は別紙様式３－④を添付すること
別紙様式３－④（未成年の研修生用）

同　意　書

　公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

　代表理事　大井誠治　　殿

一次受入機関名

　代表者氏名　　　　殿
　私、　　　　　　は、〔続柄〕〔研修生氏名〕が、漁船へ乗船し長期研修を行うことについて同意致します。

令和　　年　月　日

住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　

（署　名）　　　　　　　
（研修生との続柄：　　　）

別紙様式４（研修生用）

確　認　書

　公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

　代表理事　大井誠治　　殿

一次受入機関名

　代表者氏名　　　　殿
　私、　　　　　　は、以下のとおり、令和　　年度においても引き続き研修を行います。

記

１　研修予定期間

平成　　年　月　日～令和　　年　　月　　日

（令和　　年度の研修期間：令和　　年　月　日～令和　　年　月　日）

２　漁業研修のみを目的としていません。

３　研修終了後も漁業就業を継続します。

以上

令和　　年　月　日

研修生現住所

研修生氏名　　　　　　　　　　　

（署　名）　　　　　　　
※　誓約書（別紙様式３－①～②のいずれかの写しを添付すること
別紙様式７

長期研修支援事業　研修写真台紙

２次受入機関名：○○　○○

研修生氏名　　：○○　○○


研修実施日　：令和　　年　月　日

研修実施場所：（例：○○漁港） 

研修内容　　：（例：漁網修繕作業）　


研修実施日　：

研修実施場所：

研修内容　　：


研修実施日　：

研修実施場所：

研修内容　　：

※　長期研修経費を精算する際に研修実施期間６ヶ月につき台紙１枚（確認写真３葉以上添付）以上を提出すること。

　上記内容が適正であることを確認した。
　　　　　　　　令和○○年○月〇日　　　　　　１次受入機関名：　
代表者氏名：
別紙様式８

研　修　終　了　届

　公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

　代表理事　大井誠治　　殿

一次受入機関名

　代表者氏名　　　　殿
　私、　　　　　は、以下のとおり被災地次世代漁業人材確保支援事業による長期研修を受講いたしました。

記

１　研修受講期間

令和　　年　月　日から令和　　年　月　日

２　１次受入機関

３　２次受入機関

（１）２次受入機関名：

（２）指導者名　　　：

（３）研修漁業種類　：

以上

令和　　年　月　日

研修生現住所

研修生氏名　　　　　　　　 　　　
